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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
、
教
職
員
の
皆
様
に
は

母
校
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
ご
支
援
・
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
は
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
又
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
の
五
月
に
平
成
の
時
代
が
終
わ

り
、
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
お
正
月

を
迎
え
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
に
は
お
元

気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。平

成
三
十
一
年
度
の
卒
業
生
が
一
〇
、

〇
〇
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。

さ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
の
母
校
湧
心

館

(

旧
江
津)

高
等
学
校
は
、
昨
年
創

立
四
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
同
窓
会
、

育
友
会
、
振
興
会
、
学
校
ご
当
局
と
共

に
記
念
式
典
、
同
窓
会
総
会
、
記
念
祝

賀
会
等
の
行
事
を
十
一
月
八
日
に
挙
行

し
ま
し
た
の
で
、
紙
上
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
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多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
そ
し
て
同
窓
会
会
員

の
皆
様
の
ご
出
席
を
頂
き
、
盛
会

の
中
に
式
典
を
終
え
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
記
念
講
演
と
し
て
、
本
校

を
卒
業
さ
れ
て
現
在
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
で
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
オ
ー

ナ
ー
シ
エ
フ
の
手
島
竜
司
様
に
講

演
を
頂
き
自
分
の
人
生
の
経
験
を

話
さ
れ
、
後
輩
又
同
窓
生
の
皆
様

に
色
々
体
験
さ
れ
た
こ
と
を
話
さ

れ
て
、｢

人
生
の
中
で
ど
ん
な
に

辛
く
て
も
い
つ
か
は
報
わ
れ
る
時

が
必
ず
来
る
か
ら
、
辛
抱
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い｣

と
エ
ー
ル
を
お

く
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

全
国
各
地
で
災
害
が
多
く
発
生
し

ま
し
て
、
特
に
千
葉
県
で
発
生
し

た
台
風
十
九
号
に
於
き
ま
し
て
は
、

予
想
を
大
幅
に
超
え
た
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
こ
と
に
、

追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
い
と

同
窓
会
役
員
の

募
集
を
し
て
お
り
ま
す

(

再
度
の
お
願
い)

昭
和
五
十
八
年
三
月
同
窓
会
発

足
以
来
三
十
六
年
、
学
年
代
表
委

員
の
年
齢
も
高
齢
化
が
進
み
、
宛

先
不
明
・
ご
逝
去
・
病
気
治
療
中
・

介
護
・
仕
事
や
老
人
会
・
自
治
会

役
員
等
多
種
多
様
の
事
象
の
為
、

同
窓
会
活
動
に
出
席
で
き
な
い
方
々

が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
二

〇
二
〇
年
一
月
十
九
日
の
令
和
元

年
度
第
二
回
役
員
会
で
、
新
役
員

の
若
返
り
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と

定
着
化
を
は
か
り
、
同
窓
会
の
新

し
い
体
制
を
構
築
し
た
い
と
思
い
、

｢

三
課
程
学
年
代
表
委
員
各
位
及

び
同
窓
会
役
員
を
募
っ
て
お
り
ま

す
。｣

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
致

し
ま
す
。

な
お
、
本
年
も
同
窓
会
活
動
は

例
年
同
様
、
四
月
の
三
課
程
の
入

�����������������同
窓
会
会
長

古

田

利

武

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ����

思
い
ま
す
。

又
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、

日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
そ
の
中
で
、

熊
本
で
も
試
合
が
あ
り
県
民
の
応

援
も
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
大
会
も
熊
本
で
開
催
、
県

民
の
応
援
が
一
段
と
盛
り
上
が
り
、

素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
て
日
本
選
手
の
活
躍

日
本
国
民
大
変
期
待
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

平成31年度(2019年度)同窓会予算書
１. 一般会計

(収入の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,125,000 1,125,000 0
全日制 90名×5,000円
定時制 25名×5,000円
通信制 110名×5,000円

繰 越 金 1,635,679 1,642,039 △6,360
雑 収 入 221 50 171 預金利息等

計 2,760,900 2,767,089 △6,189

(支出の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事務通信費 740,000 740,000 0 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料ドメイン名登録サービス契約更新料他

会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費､ 役員懇談会

学校行事費 160,000 160,000 0 卒業証書用ホルダー

会 報 費 150,000 150,000 0 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代

名簿管理費 100,000 100,000 0 同窓会新聞郵送用宛名シール代

給 与 100,000 60,000 40,000 事務補助職員手当

積 立 金 150,000 150,000 0 同窓会積立金

予 備 費 1,110,900 1,157,089 △46,189

計 2,760,900 2,767,089 △6,189

２. 特別会計
前年度からの繰越金 2,900,779円
※40周年記念事業基金へ100万支出予定

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

2,963,051 1,327,372 1,635,679 残高は平成31年度 (2019年度) へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 740,000 0 0 606,232 133,768 同窓会新聞印刷料､ 郵送料､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 165,153 84,847 役員会活動費､ 同窓会総会費用及び懇親会費
学校行事費 160,000 0 0 113,070 46,930 卒業証書用ホルダー
会 報 費 150,000 0 0 119,420 30,580 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 100,000 0 0 60,167 39,833 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 0 0 48,410 11,590 事務補助職員給与
積 立 金 150,000 0 0 0 150,000
予 備 費 1,157,089 0 0 214,920 942,169 ドメイン名登録サービス契約更新料､ 40周年記念事業建植看板費用､ 40周年記念事業募金趣意書印刷代

計 2,767,089 0 0 1,327,372 1,439,717

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,125,000 0 1,320,000 195,000 264名×5,000円
繰 越 金 1,642,039 0 1,642,039 0
雑 収 入 50 0 1,012 962 預金利息等

計 2,767,089 0 2,963,051 195,962

平成30年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

令和元年５月21日

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高

残高は平成31年度 (2019年度)
へ繰り越し

前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合 計

2,900,334 0 445 2,900,779 0 2,900,779

す
る
学
校
に
勤
務
す
る
こ
と
の
重

み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、

早
９
カ
月
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
同
窓
会
長
古
田
利
武
様

は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
は
３
課
程

の
入
学
式
や
通
信
制
前
期
卒
業
式
・

後
期
入
学
式
等
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
と
り
わ
け
今
年
度
は
創
立
40

江
津
高
校
、
湧
心
館
高
校
の
同
窓
の

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
定
期
異
動
に
よ
り
平
成
31
年
４

月
に
19
代
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

郷
慶
次

(

ご
う

け
い
じ)

と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
県
内
の
高
校
で
唯
一
、
全
日
制
、

定
時
制
、
通
信
制
の
３
つ
の
課
程
を
有

周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り
、

11
月
８
日

(

金)

に
開
催
し
た
記

念
式
典
及
び
記
念
講
演
に
際
し
て
、

皆
様
に
は
物
心
両
面
で
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
様
で
、
参

加
し
た
在
校
生
に
と
っ
て
心
に
残

る
式
典
行
事
と
な
り
、
次
の
時
代

を
担
う
人
材
へ
と
成
長
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
て
、
年
度
当
初
に
教
育
の
柱

(

方
向)

と
し
て
、
命
を
大
切
に

す
る
、
人
権
を
尊
重
す
る
、
い
じ

め
を
許
さ
な
い
、｢

恕｣

思
い
や

り
の
気
持
ち
を
持
つ
、
の
４
点
を

掲
げ
ま
し
た
。
モ
ノ
が�
れ
、
情

報
が
飛
び
交
う
豊
か
な
我
が
国
に

あ
っ
て
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
ち
、
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を

忘
れ
ず
に
心
豊
か
な
人
生
を
送
っ

て
欲
し
い
と
願
い
、
こ
の
よ
う
な

目
標
を
立
て
た
次
第
で
す
。
ま
た
、

人
と
の
関
係
を
築
き
、
繋
が
り
を

深
め
る
た
め
に
、
全
日
制
・
定
時

制
・
通
信
制
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
に
よ
り
、｢

将
来
家

族
や
地
域
を
支
え
る

『

自
立』

し

た
大
人｣

｢

学
ぶ
姿
勢
を
持
ち
続

け

『

成
長』

し
て
い
く
大
人｣

の

学
式
か
ら
始
ま
り
、
三
月
の
三
課

程
の
卒
業
式
へ
の
出
席
等
、
計
画

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後

に
会
の
活
動
に
、
同
窓
会
会
員
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
力
を
拝
借
し
母
校

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
同
窓
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
、
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
し

ま
す
。

２
つ
の
目
標
も
示
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
教
育
の
柱
や
目
標
を
意

識
し
、
浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

常
々
学
校
に
と
っ
て
同
窓
会
の

皆
様
の
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
は

大
変
心
強
く
、
有
り
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
学
校
の
教
育
活
動
が

さ
ら
に
充
実
し
、
生
徒
が
心
や
身

体
を
磨
き
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
若
者
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
本

校
の
教
育
活
動
へ
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

監査委員

�����������������湧
心
館
高
等
学
校
長

郷

慶

次
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監査委員



り
ま
し
た
。

９
月
15
日

(

日)

に
、
前
期
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

生
代
表
の
吉
村
さ
ん
か
ら
は
、
周

囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、

自
立
心
、
協
調
性
、
思
い
や
り
の

心
を
持
ち
人
生
を
歩
む
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
た
ち
は

各
々
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
い
凛
々

し
く
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

10
月
１
日

(

火)

の
後
期
入
学

式
で
は
、
２
人
が
入
学
し
、
転
編

入
生
73
人
と
共
に
本
校
で
の
新
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入

生
代
表
の
山
本
さ
ん
か
ら
は
、
学

習
は
も
ち
ろ
ん
人
間
と
し
て
大
き

く
成
長
す
る
た
め
に
、
自
分
を
律

し
努
力
し
て
い
く
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

10
月
13
日

(

日)

に
行
わ
れ
た

熊
本
県
高
等
学
校
定
時
制
・
通
信

制
文
化
大
会
で
は
、
生
活
体
験
発

表
の
部
に
お
い
て
、
福
田
さ
ん
が

見
事
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
入

れ
、
２
年
連
続
で
本
校
通
信
制
か

ら
の
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
17
日

(

日)

に
東
京
都

で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
定
時

制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表
大

会
で
は
、
多
く
の
実
力
者
が
集
う

中
、
福
田
さ
ん
は
堂
々
と
発
表
を

行
い
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
長
賞
の
受
賞
と
い
う
素
晴
ら

し
い
成
果
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
私

た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。｢Society5.0｣

と
呼
ば

れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
お
い
て
、

感
性
を
豊
か
に
働
か
せ
な
が
ら
社

会
の
変
化
に
主
体
的
に
向
き
合
い

関
わ
り
合
っ
て
い
く
人
材
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
通
信
制
の
学
び
の
シ

ス
テ
ム
は
、
個
々
の
多
様
性
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
時
間
を
有
効
に
使

い
、
社
会
の
変
化
を
体
感
し
な
が

ら
、
個
々
の
資
質
を
高
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
我
々
職
員
も
一
丸

と
な
っ
て
生
徒
一
人
一
人
の
成
長

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

通
信
制

課
程
で
は
、

４
月
14
日

(

日)

に

前
期
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
生

代
表
の
毛
利
さ
ん
は
、
主
体
性
を

身
に
つ
け
、
資
格
取
得
に
挑
戦
し
、

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
た
い

と
の
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

86
人
の
新
入
生
お
よ
び
転
編
入
生

110
名
と
と
も
に
、
今
年
度
の
通
信

制
が
始
ま
り
ま
し
た
。

６
月
９
日

(

日)

に
行
わ
れ
た

熊
本
県
高
校
定
時
制
・
通
信
制
総

合
体
育
大
会
で
は
、
熊
本
市
内
の

各
会
場
に
お
い
て
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
陸
上
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

４
競
技
が
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
８
月
５
日
〜
18
日

に
行
わ
れ
た
全
国
高
校
定
時
制
・

通
信
制
総
合
体
育
大
会

で
は
、
陸
上
競
技
男
子

走
幅
跳
で
３
年
Ｂ
組
の

島
畑
さ
ん
が
４
位
入
賞
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
女

子
団
体
戦
お
よ
び
男
子

個
人
戦
で
ベ
ス
ト
８
に

進
出
す
る
な
ど
、
素
晴

ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

７
月
７
日

(

日)

の
校
内
生
活

体
験
発

表
会
で

は
、
全

国
大
会

の
切
符

を
か
け

た
熊
本

県
高
等

学
校
定

時
制
・

通
信
制
文
化
大
会
の
生
活
体
験
発

表
の
部

に
通
信

制
代
表

と
し
て

１
年
Ｅ

組
の
福

田
さ
ん

が
出
場

す
る
こ

と
に
な

同窓会報 ｢江極だより｣令和２年２月吉日 第 31 号 �

����会
員
の
皆
様
に｢

江
極
だ
よ
り｣

第
三
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

�������������������� �����������������

令
和
２
年
度
行
事
予
定

(

全
日
制)

４
月
８
日

(

水)

入
学
式

10
月
３
日

(

土)

体
育
大
会

11
月
７
日

(

土)

湧
心
祭

３
月
１
日

(

月)

卒
業
式

(

定
時
制)

４
月
９
日

(

木)

入
学
式

６
月
７
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

10
月
11
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

12
月
10
日

(

木)

湧
定
祭

３
月
６
日

(

土)

卒
業
式

(

通
信
制)

４
月
12
日

(

日)

入
学
式

６
月
７
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

９
月
20
日

(

日)

前
期
卒
業
式

10
月
１
日

(

木)

後
期
入
学
式

10
月
11
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

10
月
25
日

(

日)

文
化
発
表
会

３
月
７
日

(

日)

後
期
卒
業
式

平
成
30

年
度
末
の

定
期
異
動

で
済
々
黌

高
校
か
ら

赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
窓

会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
物
心
両

面
に
亘
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
50
周
年
に
向
け
本
校

の
魅
力
を
さ
ら
に
発
信
で
き
る
よ

う
、
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

副
校
長

鶴
山

幸
樹

幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、
湧
定
の

う
た
に
は
、
生
徒
・
保
護
者
の

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
、
読
む
人

に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど

も
各
々
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の

で
大
盛
況
で
し
た
。

○
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

か
ら
寄

贈
い
た

だ
い
た

和
太
鼓

が

、

｢

湧
定

太
鼓｣

と
し
て

大
活
躍

し
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

創
立
40
周
年
記
念
式
典
等
で
大

勢
の
同
窓
会
の
皆
様
の
前
で
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
頃
の

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
度

全
日
制
で

は
、
４
月

８
日(

月)

に
142
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
入
学
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

５
月
31
日

(

金)

の
高
校
総
体

開
会
式
に
お
い
て
、
湧
心
館
高
校

創
立
40
周
年
ス
ロ
ー
ガ
ン

｢

湧
き

上
が
る

心

今

を
輝
く｣

の
横
断

幕
を
掲

げ
、
本

校
生
徒

は
堂
々

と
入
場

行
進
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
総
体
各
会
場
及
び
総
文
祭
が
行

わ
れ
た
県
立
劇
場
で
、
３
年
生
を

中
心
に
全
力
で
頑
張
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
に
行
わ
れ
た
夏

の
甲
子
園
熊
本
県
大
会

で
は
、
野
球
部
は
少
人

数
の
た
め
松
橋
高
校
と

の
合
同
チ
ー
ム
で
１
回

戦
に
挑
み
、
菊
池
農
業

高
校
に
３
対
１
で
勝
利

し
ま
し
た
。
２
回
戦
で

は
人
吉
高
校
に
９－

０
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
は
粘
り
強
く

戦
い
ま
し
た
。

10
月
５
日

(

土)

に
行
わ
れ
た

体
育
大
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
今
年
は
雨
天
等
で
大
会
前
の

事
前
練
習
時
間
が
不
足
し
ま
し
た

が
、
組
体
操
で
は
生
徒
た
ち
が
こ

れ
ま
で
に
な
い
見
事
な
演
技
を
行

い
、
ピ

ラ
ミ
ッ

ド
が
完

成
し
た

と
き
に

は
、
観

客
か
ら

大
き
な

拍
手
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

11
月
８
日

(

金)

本
校
創
立
40

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

開
式
前
、
湧
心
館
高
校
の
こ
れ
ま

で
の
40
年
間
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
流
れ
、
湧
心
館
高
校
の
歴
史
の

重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
県
内
か
ら

た
く
さ
ん
の
来
賓
を
迎
え
、
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
、
生
徒
た
ち
は
真

剣
に
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
記

念
講
演
会
講
師
を
、
パ
リ
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン

｢

パ
ー

ジ
ュ｣

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ

る
手
島
竜
司
様
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
手
島
様
は
本
校
定
時
制
の
卒

業
生
で
、
ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
を
持
ち
、
経
営
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
一
つ
星
を

獲
得
さ

れ
て
い

ま
す
。

手
島
様

は
ご
自

身
の
こ

と
を
語

ら
れ
た

後
、
生

徒
か
ら

の
質
問

に
答
え
る
形
式
で
講
演
を
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
手
島
様

が
自
ら
立
て
た
目
標
を
達
成
し
、

さ
ら
に
料
理
の
道
を
求
め
続
け
る

姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
講
話
に
刺
激
を
受

け
、
生
徒
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
人

生
設
計
に
生
か
し
て
く
れ
た
ら
と

期
待
し
ま
す
。
当
日
の
夜
に
は
創

立
40
周
年
祝
賀
会
を
メ
ル
パ
ル
ク

熊
本
で
行
い
ま
し
た
。
会
に
先
立

ち
、
和
太
鼓
の
演
奏
、
通
信
制
、

全
日
制
、
定
時
制
生
徒
会
に
よ
る

発
表
が
あ
り
、
祝
賀
会
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

翌
日
11
月
９
日

(

土)

湧
心
祭

を
開
催
し
、
育
友
会
の
皆
様
に
よ

る
食
バ
ザ
ー
の
提
供
な
ど
で
盛
り

上
が
り
の
あ
る
催
し
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
14
日

(

木)

の
芸
術
鑑

賞
会
で
は
、
和
泉
元
彌
氏
に
よ
る

狂
言
芸
術
鑑
賞
会
を
実
施
し
、
生

徒
と
の
交
流
の
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。今

年
度
、
創
立
40
周
年
記
念
式

典
を
無
事
に
終
え
、
さ
ら
に
充
実

し
飛
躍
し
た
令
和
２
年
度
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

� � � � �
教頭 緒方 稔

� � � � �
教頭 中川 義朗

�������て
く
れ
ま
し
た
。

○
10
月
13
日

(

日)

の
県
定
通
文

化
大
会
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た

湧
心
館
定
時
制
太
鼓
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
の
部
で
は
、
ダ
ン

ス
同
好
会
が

｢

天
真
爛
漫｣

と

い
う
テ
ー
マ
で
楽
し
く
自
己
表

現
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
情
報

科
学
科
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
シ
ョ
ッ

プ
は
盛
況
で
、
す
ぐ
に
完
売
し

ま
し
た
。
芸
術
科
及
び
和
同
好

会
の
作
品
展
示
も
素
晴
ら
し
く

多
く
の
人
が
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
定
時
制
が
主
管
校
で
し
た

の
で
、
生
徒
会
を
中
心
に
事
前

準
備
、
打
合
せ
、
当
日
の
業
務
・

運
営
と
最
後
ま
で
一
人
一
人
が

頑
張
り
、
す
ば
ら
し
い
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

○

｢

く
ま
も
と
教
育
の
日｣

に
は

20
年
以
上
続
い
て
い
る

｢

地
域

の
方
々
と
の
合
同
調
理｣

を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
も
出
水
南

地
区
の
皆
様
と
共
に
調
理
体
験

を
通
し
て
、
食
文
化
の
継
承
と

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

○
11
月
の
芸
術
鑑
賞
は
、
和
泉
元

彌
さ
ん
の

｢

狂
言｣

を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
熊
本
工
業
の
定
時
制

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
や

狂
言
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

発
声

(

ソ
ロ
リ
、
ソ
ロ
リ
…)

や
振
る
舞
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
生
徒
た
ち
も
大
喜
び
で
し

た
。

○
第
12
回
湧
定
祭
は
、
地
域
の
方
々

や
保
護
者
等
100
名
以
上
の
来
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
正
門
近
く

に
飾
ら
れ
た

｢

湧
定
の
灯｣

は

本
年
度
、

定
時
制
課

程
は
22
名

の
新
入
生

を
迎
え
、

生
徒
数
98
名(

男
53
名
、
女
45
名)

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
12
月
現

在
で
は
92
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

郷
校
長
は
、
本
校
の
教
育
の
柱

(

方
向)

と
し
て
、｢

命
を
大
切
に

す
る｣

｢

人
権
を
尊
重
す
る｣

｢

い

じ
め
を
許
さ
な
い｣

｢
『

恕』

思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ｣

の
４

つ
を
示
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、

｢

家
族
や
地
域
を
支
え
る

『

自
立』

し
た
大
人｣

｢

学
ぶ
姿
勢
を
持
ち

続
け

『

成
長』

し
て
い
く
大
人｣

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
６
月
９
日

(

日)

に
行
わ
れ
た

県
定
通
体
育
大
会
で
は
、
団
体

競
技
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女

子
が
優
勝
し
、
３
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女

子
優
勝
、
男
子
３
位
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

が
上
位

入
賞
を

果
た
し

ま
し
た
。

全
国
大

会
に
は
、

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス

女
子
と

男
子
が
出
場
し
ま
し
た
。

○
校
内
生
活
体
験
発
表
大
会
で
は

今
ま
で
の
自
分
の
振
り
返
り
や

体
験
、
定
時
制
の
悩
み
や
苦
悩

を
明
日
へ
の
希
望
に
つ
な
げ
て

語
る
姿
に
、
共
感
し
ま
し
た
。

本
校
代
表
に
は
橋
本
陸
翔
さ
ん

(

４
年)

が
選
ば
れ
、
県
定
通

文
化
大
会
で
は
自
分
の
家
族
の

こ
と
や
夢
に
つ
い
て
真
剣
に
語
っ

� � � � �
教頭 後迫 泉

こ
の
度
は
、
母
校
創
立
四
十
周
年

に
当
た
り
ご
寄
付
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
発
展
の
た
め
、
ご
支
援
を
頂
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

�������������十
二
月
の
江
極
だ
よ
り
編
集
委
員

会
と
令
和
二
年
一
月
十
九
日
令
和
元

年
度
第
二
回
役
員
会
で
、｢

江
極
だ

よ
り｣

も
三
十
一
回
の
節
目
を
飾
っ

た
の
で
、
今
後
は
二
年
に
一
回
割
合

で
発
行

(

随
時
発
行
も
あ
り)

す
る

な
ら
と
大
方
の
意
見
で
あ
り
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
共
皆
様
の
ご
協
力
を
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

又
、
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随

時

(

変
更
の
含
む)

変
更
を
記
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

��������������������������������

同
窓
会
会
員
の
身
の
上
に
、
変

更

(

住
所
や
氏
名
等)

が
発
生
し

た
場
合
は
、
必
ず
、
速
や
か
に
同

窓
会
事
務
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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